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現在解析中である .

2 M R S A が産生する s u p e r a n tig e n T S S T - 1

作用のア ニ ソ ダミ ンによる抑制
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T S S T
-

1 は t o x i c s h o ck s y n d r o m e (T SS) や新

生兜 T SS 様発疹症 ( N T E D) と関連する が, これ

は T S S T
-

1 によ っ て T 細胞 が活性化 され, サイ

ト カイ ン が過剰産生 される た め と考 え られて い

る . 本研究 で は, サイ トカイ ン の過剰産生を抑制

する薬剤に つ い て検討を行 っ た . 用 い た 薬剤 は

E M , C J M , A Z M , ア ニ ソダ ミ ン であ っ た . 最も

抑制効果を示 した ア ニ ソ ダミ ン につ い ては詳細に

検討を行 っ た .

ヒ ト末梢血単核球を T SS T 1 1 で刺激 し, ア ニ ソ

ダミ ンを添加した と ころ, IL
-

2 , IF N
-

γ ,
T N F -

α の 産生が顕著に抑制された. 更に, T 細胞特異

抗体で T 細胞を刺激 し, ア ニ ソ ダミ ンを作用させ

たと こ ろ, 同様にサイ トカイ ン産生が抑制された.

以上より, ア ニ ソ ダ ミ ンは T 細胞に直接作用して

サイ トカイ ン産生を抑制する こ とが分か っ た . 更

に
,
ア ニ ソ ダ ミ ンの i n vi v o 効果 につ い て 検討を

行 っ て い る .

3 抗菌剤の適正使用の検討

一 分離菌と使用量の相関性による検討 一
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各抗菌剤の年間使用量と分離菌か ら抗菌剤の適

正使用の 検討を試み た . すなわち, 抗菌剤の 年間

使用量か ら使用指数, 分離菌の感受性から感受性

指数を算出し, さらに各抗菌剤の 各種細菌に対す

る有効指数を求め た . 各種指数間の 相関性 の検討

により当施設 では, 1 . C N S と緑膿菌の耐性化, 2 .

第三世代 セ フ ェ ム系薬剤の 過剰使用
,
3 . カ ル バ ペ

ネ ム 系薬剤と グ リ コ ポリ ペ プチ ド系薬剤の 低使

用, 4 . 抗菌剤の 使用の 偏りが採用薬剤に起因する

こと が明ら か と な っ た . した が っ て, 今後当施設

の抗菌剤使用の 上記の 問題点を改善する必要であ

る . また
, 各種細菌の 有効指数と各種指数の相関

性の 検討 は, 各施設の 抗菌剤の 適正使用に対する

監査 シ ス テ ム を構築す る上で 有用で あ る と考 え

る .

4 β
-

ラク タム 系抗生剤 ア レ ル ギ ー

に おけ る

IL - 8 の関与
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白血球遊走試験 ( L M T) は ア レ ル ギ ー 起因薬

剤同定試験 と して有用性 (薬剤過敏症疑診患者約

1
,
0 0 0 例 に 7 0 % 以上の 陽性率) を認め , L M T で

検出される白血球遊走促進因子 ( L M A F) は IL -

1 や I L - 2 産生と相関性を示す こ とを当施設 で 明

ら か に して い る . そ こで, L M T で検出される もう
一

つ の 因子 , す な わち 白血 球 遊 走 阻止 因子

(L M I F) と代表的なケモ カ イ ン である I L -

8 の薬

剤 ア レ ル ギ ー

に お ける 関連性に つ い て検討した .

そ の結果, β
-

ラ ク タ ム系抗生剤 ア レ ル ギ ー で は

L M I F 検出と I L - 8 産生 は正の 相関 ( c o nt r ol 値の

4 . 7 8 倍
, p < 0 .02

,
t - t e st) を認め たが, 非ス テ ロ

イ ド性抗炎症剤 ア レ ル ギ ー

で は L M IF 検出と IL -

8 産生 は負の 相関 ( c o n t r o l 値 の 0 . 7 5 倍, p <

0 . 00 5
,
t - t e st) を示 した . また, IL

-

S はβ
-

ラ ク

タ ム 系抗生剤ア レ ル ギ
ー

の 産生値 で は白血球遊走

阻止作用 を示した ･ したが っ て , β
- ラ ク タ ム剤 ア

レ ル ギ ー における L M IF 検出群で は IL - 8 が高く

関与して い ると考えられる .


